
 

伏見力で考えよう！！ 

『我らが新伏見区総合庁舎』ワークショップ通信 

第１号   平成16年 12月７日発行 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
現在、京都市では、伏見区内で分散立地している区役所、福祉事務所、保健所を統合し、伏見

青少年活動センターを併設した総合庁舎の平成 18 年度着工、平成 20 年度の開設を目指し、整

備基本計画策定に取り組んでいます。 

そこで、誰にでも親しみやすく、利用しやすい、地域活動活性化の拠点となる総合庁舎とする

ため、来庁者アンケート、伏見区ホームページ（http://www.city.kyoto.jp/fushimi/）でのアンケート、

ワークショップにより市民意見の集約に努めています。特にワークショップは、市民の皆さんと

行政が協働作業により意見を出し合う場として実施しています。ワークショップで取りまとめら

れた市民意見は、「市民が考える望ましい伏見区総合庁舎提案書」として、来庁者アンケートやホ

ームページへのご意見とともに現在検討中の「伏見区総合庁舎基本計画」に活かしていきます。

第１回 「ワークショップ立ち上げ・ 

     伏見らしさってなんだろう？」
平成１６年11月 27日（土） 
14：00～ 於 伏見区役所 

第２回 「今の区役所ここがよい・ 

ここが気になる」
平成１６年１２月１２日（日） 
14：00～16：30 於 伏見区役所 

第３回 「市民が考える 

望ましい伏見区総合庁舎」
平成１７年１月１５日（土） 
14：00～16：30 於 伏見区役所 

第４回 「提案書を見直そう」 

平成１７年２月6日（日） 

14：00～16：30 於 伏見区役所 

事務局による提案書の取りまとめ 

実施 
済み 

ワークショップスケジュール（全４回開催） 

ワークショップの開催趣旨 

ワークショップの語源は職人や芸術家の共

同工房のことです。 

まちづくりの場面では、参加者が同等の立場

で知恵や創意を出し合い、協働を通して「もの」

や「こと」を創造していく活動や場を指します。 

ワークショップのルールってあるの（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：谷口先生）

●皆さんの発言に耳を傾けましょう。（聞き上手）

●発言は1～2分程度にしましょう。（話し上手）

●自分とは異なる考えを理解しましょう。 

（相互理解）

●肩書きをはずし、一人ひとり同等の立場で話し

あいましょう。 

●付せん紙記入のルール 

・1枚につき１つの項目を記入しましょう。 
・名前を記入しましょう。 

 

庁舎設計までの流れ 

ワークショップってなんだろう？（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：谷口先生） 

 

来庁者 
アンケート 

ホームページ 
アンケート ワークショップ 

（全４回） 

市民意見の集約 

「提案書」 「整備基本 
計画」 

設計業務 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 第１回ワークショップは、11月 27日（土）午後２時から伏見区
役所において45名（市民39名、デーブルコーディネーター６名）

の参加を得て実施しました。 
 水田伏見区長からの開会の挨拶の後、コーディネーターの谷口知弘
先生（立命館大学経営学部助教授）の紹介が行われました。区政改

革や伏見区基本計画などについての概要説明の後、谷口先生からは

ワークショップのルールについて説明がありました。 

第1 回ワークショップ「伏見らしさってなんだろう？」 
ワークショップの目標 

みんなで考えた「伏見らしさ」（グループディスカッション） 
Ａグループ：潤いと歴史あふれるにぎわいのまち伏見          

 

 

 

 

 

プログラム 

１．開会の挨拶 

２．事務局・コーディネーターの紹介 

３．事業概要等の説明 

４．ワークショップの目的・目標などの説明

５．他己紹介・グループディスカッション 

６．グループ発表 

７．閉会 

ワークショップの流れ 

 

 ワークショップでは、Ａ～Ｆの６グループに別れ、グループ毎に他己紹介を行い、付せん紙に「伏見
らしさ」を記入し、コーディネーターが中心となり模造紙にまとめ発表を行いました。 

 最後に谷口先生より講評をいただき、この日のまとめを行いました。 

 

 

１．「伏見」への「思い」をみんなで共有します。
伏見区のいいところ、悪いところ、 

好きなところ、きらいなところ 

 
２．ワークショップの仕方、進め方を学びます。 

       Ｂグループ：広くて・いろいろあるけど！にぎやかな伏見 

Ｃグループ：次世代へ残したいわがまち伏見 どきどき        

交通マナー

将来への不安
高速道路が景観をこわし
そう，酒蔵がマンションに
なっている

道路の問題
景色の美しさお祭り

歴史

交通の便
交通の便がよい

人の魅力
商店街,伏見の人は陽気
で面白い

差異（地域の）
地域によって行政
サービス格差が大き
い

提案
歴史文化を活かす取組

 

交通がんばって
いるけどあと一歩
交通の便が悪い,幹線道路
以外は狭い

きれいな自然歴史・文化（竜馬も愛した伏見）
まちと文化財を守る運動が強まったと思う

酒がうまい
水が良い

おいしい食べ物
うまいラーメン屋が多い

 

広い

開発
産業が盛ん,建物の密集

にぎわい
活気あふれるまち
外国人観光客

水

酒

歴史

マイナス
イメージ
道路の渋滞,迷惑
施設,治安の悪化

関連あり

関連あり

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄグループ：歴史の町伏見 便利さと不便さの背中あわせをなくそう！！ 

 

 

 

 

 

 

                   Ｅグループ：元気の出る街 伏見 

Ｆグループ（仲良し7人組）：京都のようで京都でない 伏見は伏見！  

ワークショップのとりまとめ「みんなで共有した伏見区への思い」 

  
伏見区の良いところ・好きなところ 伏見区の悪いところ・きらいなところ 

 伏見区の良いところ・好きなところとして
は、史跡などの歴史、河川や丘陵などの自

然、酒蔵をはじめとする趣のある景観が多

い結果となりました。 

 次いで多い産業では、酒造はもちろんのこ
と、商店街の賑やかな雰囲気が好ましいと

の意見があります。 

 また、人口の増加、子どもの数が増えてい
ることも伏見区の将来に明るいイメージを

増やしています。 

 伏見区の悪いところ・きらいなところとし
ては、道路が狭く渋滞しやすい、公共交通

機関が不便など交通に関わる事項が上げら

れています。 

 一方、公共交通機関が便利との意見もあ
り、伏見区の広さや多様性が垣間見られま

す。 

 施設に関しては、子どもの数が増えている
ことから、安心して遊ぶことができる公園

の数が少ないとの意見が多く出ています。

公園が欲しい
子どもの人数が多い
のに遊ぶスペースが
少ない

道路問題

地域の力

広すぎて
区としての統一
感がない

名水 お酒

商人の町

便利
銀行,医療機関,交
通機関,商店街等

歴史
の町

みどり

学生
龍谷大学,京都
教育大学,聖母
女学院，種智院
大学

だから
文化財が多く残っているのだか
らゆとりのある街づくり  

歴史

施設
・福祉施設の充実を希　　
望，文化施設が少ない
・ゴミ処理場,競馬場

酒蔵
酒蔵の佇
まいが良
い

景観
秀吉を満
足 さ せ た
町,ヒューマ
ンスケール

交通
・東西交通
の便が悪
い,狭い路
地
・鉄道の便
が良い

その他
・斜めに広がる
町
・区全体として
の統一感がな
い

人
人口増加,商店
街に活気がある

 

伏見は自
然が豊
か！！
市内なのに自然
がいっぱい

歴史的
な景観
が豊富

商店街が
元気

施設が足ら
ない

運動施設・公園が
少ない

水が
おいしい 子どもが

いっぱい
交通

不便
東西交通,バスが少ない

便利
中心部へのアクセス,淀
川の水利

伏見は犯罪
が多い  

歴史
（史跡）

自然
（河川，丘陵）

景観
（酒蔵，水辺）

産業
（酒造）

地勢
コミュニ
ティ
交通

 

交通
（渋滞，公共交
通機関）

施設
（公園が少な
い）

地勢
防犯
防災

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１回ワークショップのここが良かった・悪かった （ご意見・ご感想） 

 ワークショップ終了後に付せん紙に書いて頂いた意見や感想をご紹介します。至らなかった点は、次回、改善したいと思います。 
＜ここが良かった＞ 

・ いろんな人と知り合いになれて楽しかった。 
・ 参加者の拍手が、開会時と閉会時ではるかに違ったのは今回の成果。 
・ 普段考えることのない伏見について深く考えることができた。 
・ 他の人の考えも聞けたのでぜひ２回目も参加したいと思いました。 
＜ここが悪かった・改善すべき＞ 

・ 概要や区政の話が時間の都合もあって矢継ぎ早だったので分かりにくかったように思いました。 
・ もっと参加者が話す時間があってもよいと思う。 
→次回からは限られた時間ではありますが、見学やテーブルでの話し合いの時間をなるべく増やすこと

ができるようスケジュールを調整します。 
・ 説明の時の画面が小さかったです。資料をつけてもらえれば小さな字の画面も可かな？ 
→画面に文字を写す際は、できるだけ大きな文字と見やすい色づかいを心がけたいと思います。 

 
数々の貴重なご意見・ご感想をありがとうございました。 

次回ワークショップもご期待下さい。 

次回、第２回ワークショップは・・・ 

 

平成１６年１２月１２日（日） 

14：00～於 伏見区役所 

コーディネーター：谷口知弘氏（立命館大学助教授） 

第２回ワークショップ 
「今の区役所ここがよい・ここが気になる」 

１．開会の挨拶 

２．第１回ワークショップのおさらい

３．自己紹介 

４．庁舎・施設の視察 

５．グループディスカッション 

６．グループ発表 

７．閉会（終了予定 16:30 頃） 

実施概要 
 第２回ワークショップでは、区役所 1 階、2 階の各
課をはじめとして、保健所、福祉事務所、青少年活動

センターを訪問して、担当職員から日頃の業務内容に

ついて説明します。 

 参加者の皆さんにはコーディネーターとともに、現区
役所等での業務内容や雰囲気などについて「よいとこ

ろ」や「気になるところ」を利用者の立場や職員にな

ったつもりで考えて、当日配布する付せん紙に記入し

ていただきます。 

 付せん紙を「よいところ」と「気になるところ」の二つに分け、視察の際に記入していた
だきます。 

 テーブルではコーディネーターを中心に話し合いながら模造紙にまとめ、「よいところは」
伸ばし、「気になるところ」は改善した総合庁舎になるようキャッチフレーズを考えます。

 第2回ワークショップの成果は、第３回ワークショップにつながり、全４回のワークショ
ップの成果として、「市民が考える望ましい伏見区総合庁舎提案書」を取りまとめていきま

す。 

前回ご参加いただけなかった皆さんも参加いただけます。 
皆さんのご参加をお待ちしております。 

発行：京都市伏見区役所 発行日：平成１６年１２月７日 

 
スケジュール 


